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(2) 局所安定問題を可制御性 (Controllability) の観点からとらえ， 安定問題と最適制御問題と
の関連を明らかにした。
(3) 最適制御問題の解法を新たに提案し，従来知られているものよりも能率のよいアルゴリズム
を確立した。
(4) 上記のアノレゴリズムをさらに実用的なものにするため，系ノマラメータの変動に対する補正計
算法を導き，閉ノレープ最適制御系の実現を可能にした。
このように著者は数理解析的方法を工学の分野で適用するために必要な幾多の過程を研究する
ことによって，数学と制御工学とのギャップをうめることに成功した。この成果は今日の制御工
学の分野に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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